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は　じ　め　に

当岐阜県博物館は昭和51年5月に開館、本年を以て9

年目を迎えることになりました。その間順調に活動を続

けて、本来の使命達成に努めてまいることのできました

ことは、これひとえに、県民をはじめ関係の皆様方のお

かげと、心から感謝申しあげております。

当館は本県唯一の総合博物館として開館以来、郷土岐

阜県の過去をふりかえりながら将来を展望して、展示は

もとより、資料の収集、調査研究、教育普及等、博物館

活動を通して、県民各層に対し、お役に立つよう努力し

広く県民文化の発展に寄与するよう実践してまいりまし

た。

昭和58年度には、特別展の外、各種の教育普及事業等

約裁事業を実施してまいりました。いずれも、県民の皆

様の理解あるご後援によって、所期の目的を達すること

ができました。

昨年10月銘日には関係各位のご援助を得まして、岐阜

県博物館友の会の発足をみることができました。博物館

を愛し、博物館で学ほうとする方々の交流を深め、相互

の学習を高め合うことを目ざして、現在187名の会員を

擁するに至りました。まことに喜ばしい限りであります。

今年度は、春の特別展〝濃飛の戦国武将〟　を大変盛況

のうちに終えることができましたし、夏には　〝ふるさと

の昆虫〟秋には　〝美濃の蘭学〟　の特別展を企画いたし、

準備をすすめております。

近年、生涯教育ということが提唱されてきて、社会教

育機関としての博物館の立場も重要性を増してまいりま

した。こうした状況下における役割を充分に認識した上

で、今後、常設展示、特別展のより充実を目ざし、間も

なく開館10周年という節目を迎えることも合わせて、常

に新鮮で魅力ある博物館活動の推進を図っていきたいと

考えています。

ここに岐阜県博物館報第7号をお届けいたします。今

後ますます皆様方のご指導ご協力を賜りたくお願い申し

上げます。

昭和59年7月1日

岐阜県博物館長

関　谷　美智男
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I　昭和59年度　管理運営概要

1．組　織

（1）機　　構

飾

（2）職　　員

∴∴＼　　　∴“÷ 

i　　　　　　　　管　理　係　　考　　古 

i � ��

漢i 劔��������譴�
i i 

i　　　　　　人　文　係　　民　　俗 

臆i 劔Oﾈ���������

ヰ」 i i i i 
工　　　芸 

動　　　物 

阜　芸　部　一　自　然　係　　植　　物 

地　　　学 

昭和59年4月1日現在

職　　　　名 倩�����������kﾂ�職　　　　名　　　　　　氏　　　　　名 

館　　　　　　　　　長 亊h����$ｨ����Oﾉ'�&｢�○学　芸　部 

次　　　　　　　　　　長 伜)695yk���ﾉ�ｨｶ���学　　芸　　部　　長　　川　　崎　　立　　夫 

○総　務　課 剞l　　文　　係　　長　　増　　田　　義　　明 

主　　幹（兼）総務課長 刳w　　芸　　主　　事 兢�����nﾈ����楮����Wb�

主任主査（兼）庶務係長 �(h�����ｨ����������=R�学　　芸　　主　　事　　平　　田　　公　　二 

主　　　　　　　　　　任 ��ﾈ����%ｸ�����������2�学　芸　主　事（学芸員） �;�����鉙�����8����ﾄ��

主　　　　　　　　　　事 �����粕���,(����,��学　　芸　　主　　事　小　　川　　和　　英 

技師 管理係長 主事 業務嘱託 〃 〃 〃 ／／ 〃 凩���ﾞﾉ&｢�ｶxﾋIW�Tb�ﾎ9:�ﾔｹ���+y$ｩ�ﾈﾆ(���主任学芸主事（兼）自然係長 （学芸員） 主任学芸主事（学芸員） 学芸主事（学芸員） 儻�69]ｹ&｢�ｧﾘﾋIdiu���傅ﾉnﾉm井���

蔦　　木　　伸　　子 乂x����ﾇﾈ����皦����馼��������:�����躪������

酒　　井　　真由美 乂xﾇﾈ�ｩ�X醜�乂xﾇﾈ醜�ｨ��~�����m�����������ﾏr�

各　　務　　章　　子 仆8��支��X���ｷ���ﾅx��+x����(h����8x����|x�������

成　　瀬　　清　　美 仆8��支��皦��馼�乂xﾇﾈ醜�ｨ��ﾚ�����皐����楮����jB�

鈴　　木　　智　　子 乂x��ﾇﾈ���ｨ���X��醜����(h����8x����������鶯�
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（3）博物館協議委員（アイヴエオ順）

◎印……会長　　○印……副会長　　　　　　　　　　　　　昭和59年6月1日現在

氏　　　　名 偖ｨ����������������現　　　　　　職 

岩　崎　　　　潔 弍)Xﾈ�8��Eｸ�9gｹ*ﾃH�ﾃ#R�岐阜県小学校長会長 

奥　村　　　　保 弍)Xﾈ�8��Eｹ59d9*ﾃ��ﾃ�r�岐阜県公民館連合会長 

片　桐　　　　孝 弍)Xﾈ�8ﾍﾉ-�*ﾈ5(�ｸ7ﾉ69���岐阜県私立中学高等学校協会長 

／坂　倉　又　吉 ��8x�9'ﾉT�*ﾃ#s32�千代菊㈱取締役社長 

鈴　木　勝　忠 �ｨﾞ育9(h圷ﾞ�*ﾃ��ﾃ���岐阜大学教育学部教授 

瀬　口　貞　夫 丿Yk�ﾋH�9Ohﾞ映ｹ*ﾃ��ﾃッ�岐阜日日新聞社監査役論説委員長 

○土　屋　　　　斉 ��X･�8ﾗ)Oi*ﾃ��sr�㈱大垣共立銀行取締役頭取 

◎林　　　　金　雄 丿Yk�ﾋH�9=��捧�ﾙ*ﾃ3r�大垣女子短期大学教授 

村　井　　　　実 弍)Xﾈ�9?ｨﾏY*ﾃ8�ﾃ"�岐阜県高等学校協会長 

山　田　輝　夫 弍)Xﾈ�9�8*ｨｷY*ﾃSB�岐阜県中学校長会長 

2．予　　　算

当初予算額（単位千円）

区分 ���������D�7��>�o2�傴ｩ��SyD�7��昭和58年度 傴ｩ��S僖�7��

歳 俛���ﾌ���辷�����ｾ��鉄���11，023 ��ﾂ�
博　物　館　使　用　料 �9，198 �9，140 

入 傚H�����������������?ﾂ��#���281 �3���

合　　　　　　　計 �9，979 ����33�B�9，448 

歳 出 僣隰r�運　　営　　費 �#H�3s#R�26，745 �#X�3�#b�

理 物運 営 倡ｸ���ﾘ��ｬx��yﾘ��N��80，662 塔��3�c��86，193 

博物館協議会費 �#c��284 �#ィ�

館費 佗b�105，647 ���x�3�途�111，503 

博 物 館 ��ﾘ���ﾘ��5x��麌��N��15，279 ����3s#��15，079 
特　別　展　示　費 塗�CS���6，500 度�3����

資料収集管理費 ���33���1，300 ���33���

事 仆8孜X�ｷ乖�:餒��2，300 �(�33���2，300 

業 費 �+(��ﾛ���ﾊH��ｸh��N��600 田���600 

計 �#X�3都��30，429 �#h�3#s��

合　　　　　　　計 �131，626 ��3x�3S#b�137，782 
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3．事　業　計　画

展　示　活　動

期　　　間 偃X����,�����5x����麌����>�����vR�

常　　　　　設　　　　　展 �1階自然展示室は郷土の自然、2階人文展示室は郷土のあ ゆみと、美術工芸を展示。刀剣コーナーは年4回展示替え 

（特BIj展）濃　飛　の　戦　国　武　将 滴��#H�ﾃh��2�美濃の戦国時代を幕開けした斎藤妙椿と近世への道を開い た織田信長を中心に紹介 

（　′I）ふ　る　さ　と　の　昆　虫 度���x�ﾃ���"�岐阜県内に麗する昆虫の生態やその分布状態を紹介 

（′′　）美　　濃　　の　　蘭　　学 ����纔�ﾃ����#R�美濃出身の前半者の遺品を展示紹介し近代科学の発展をた どる 

移　　　　　動　　　　　展 嶋��8�ﾃ����R�恵那文化センター 亦�侈y{ﾈ+�-ﾘ.x.ｨ.���Z�.(-�?ｹ:饂�/����ﾈ+YwIUygｸ.(,ﾘ*ﾙ�ｹUygｸ,X��樞�
8／18～．3／31 冲ｹN9�ﾉ*ﾉ(h匣ﾏij���

（資料紹介展）刀　　　　装　　　　具 ��(���h�ﾃ(��2�鐸・目貫・小柄等の刀装具を紹介 

（　′′　）岐阜県の大地をつくる岩石 �(�����ﾃH�縒�岐阜県の大地をつくっている代表的な岩石を紹介 

教育普及活動

期　　　日 ��������ｲ�定　員 �>���������������������vR�

講　　　　演　　　　会 店��#��一　　　般 �����ﾂ�「美濃の戦国武将。　（航溜誤氏） 8／5 �ｨ������L｢�100人 ��X-8.�+8,h,ﾈﾚ�(��(���从ｩG�妤�9�X�｢�

10／14 �ｨ������L｢�100人 ��YOﾉEｨ,ﾉyhｧx�8������?ｩgｸ･�Mi]ﾉ+8�｢�

人　　文　　教　　室 塗��2�中半生以上 ー一　　般 塔��ﾂ�「濃飛の戦国時代，　（岐阜撃悟老輩彙） 
11／18 �(i���h決�2�耳����L｢�80人 ��Y���ﾈ,ﾉy�,hｯ)Xﾈﾊx�8�弍)Xﾈ�ｩ4iWh���｢�

自　　然　　教　　室 塗��#B�中′半生以上 ー一　般 塔��ﾂ�「はげしい火山活動，（曹禿筆吉光氏）‘ 7／8 �(h��h決贅�耳����L｢�80人 ��Xｯ)Xﾈﾊx,ﾈ6�8x4X�H���冖ﾉ���'��iL倩��｢�

9／16 �(h��h決�h�b�耳����L｢�80人 ��Y(hﾙ�.)?ｩgｸ,ﾉo)w���Z��h�弍)XﾎTｹ<(袙派���｢�

岐阜県の歴史教室 店�緝�Sx���R�中写生以上 �3��ﾂ�宝蔵治水、木曾三つ目分流、輪中のくらし、をテ 10／21 �ｨ��������L｢���ｸ7ﾘ,��X,h*ﾘ��.x�h/�ﾖﾈ*h.��

親　子　考　古　教　室 度��#"�親　と　一千 小・中・半生 鼎��ﾂ�縄文時代のすまい 
8／12 粕��50人 ��*�+�+Xｮﾘ/�,(*ﾘ.ｸ*B�

自　然　観　察　教　室 店��#x�S���3��II �3��ﾂ�百年公園の昆虫しらべ 
4／22・11／11　　　　′′ �30人 儷9D靠h��,ﾉ��Z�+X.x-r�

親子手づ　く　り　教室 塗���r�II 鼎��ﾂ�お面づくり　　　　　　（ 朞ﾘ踪��[ﾘ皐諸Th���｢�

8／26 粕��40人 �'ﾈﾝxﾔ��������������������新市　石原文雄氏） 

12／2 粕��40人 儉X柯*�+ｸ-����������������若師　平井昭彦氏） 

12／16 粕��40人 �+X-�,�.ﾘ,8*ﾘ.��������������蕾師　大野仁久氏） 

人文 店���2�一　　　般 �#9�ﾂ�戦国武将ゆかりの寺をたずねて（岐阜市） 
移動教室 自然 �����#��II �#9�ﾂ�岐阜・根尾地域の自然をたずねて（地質めぐり） 

自　然　観　察　会 度��#��ﾃx��#��親　と　子 中・中学生 鉄��ﾂ�板取村の自然観察（昆虫と植物）l泊2日 

自　然サ　ンデー教室 店�緝�Sh��8�Sx��#(�S�������?ﾈｭ倆"�自然展示コーナーの解説 

自然スタディーコーナー �8�SHﾈ���X�Shﾈ���x�S以���?ﾈｭ倆"�ふるさとの火山岩、長良Iiiのさかな、高山植物、 9・10月11・12月　l・2月 劔�隍Hｮ(,h4ｨ5(4Xｮ(��6ﾈ5�7�,ﾈ,�*�-ﾈ+ﾘ+���ｯ)Xﾂ�

3・4月 劍,ﾈ5h5���-8.�+8,h,ﾉ�c8ｴ��

夏休み研究相談室 度��#H耳璽x��#��小・中学生 ��ﾂ�夏休みの研究や、その整理のしかたについて、 8／25－8／30 劍ｧxﾇﾈ醜*ｩ�ｩ&ｸ,��+h.��

民　俗　芸　能　実　演 滴��3��Vﾆﾈ�紕�一　　　般 ��ﾂ�関孫六太鼓　　　（関孫六太鼓保存会少年部） 

日　曜　映　写　会 滴��#��ﾃh��2�一　　　般 �?ﾈｭ倆"��S��ﾂ�8棚映画「岐阜市の文化財」（中世編） 7／22－9／2 粕���5�8�486��H�X-8.�+8,h,ﾈﾖ)(��X-8.�+8,h,ﾈ6�8x4X�b�

10／14－11／25 粕���5�8�486��H�YOﾉEｨ,ﾉyhｧx�b�
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Ⅱ　昭和58年度

1．あゆみと日誌抄

本館は県民の生涯教育の場として8年目を迎

えた。県内には博物館施設が120余館にのぼ

っているが、それらの代表的立場にある本館の

役目はざわめて重要である。博物館の役割はい

ろいろあるが、I COM（国際博物館会議）や

我が国の博物館法に規定している次のことを着

実に進めるべく努力している。すなわち、

①　自然物や文化遺産の収集、保存

（D　自然物や文化遺産の調査、研究

③　自然物や文化遺産の展示、及び、それらに

よる教育普及活動……………………である。

（Dについては昭と賂年度末現在で次のようにな

っている。・自然系：29，213点（展示物は

2，360点、このうち今年度収集登録したもの

1，227点）その他未登録品が約20，000点

ある。・人文系：5，744点（展示物は117

3点、このうち今年度収集登録したもの827

点）その他未登録品が約130点ある。

（Dについては自然系で「飛騨川上流域の学術

調査」を進めており、本年度は第2年目で3年

間をもってこの調査は一応の終止符を打つ予定

である。人文系では「近世の教学についての研

究」を行い、これらの研究成果は岐阜県博物館

調査研究報告第5号に掲載した。その他特別展

準備にともなう調査・研究や学芸員個々の県内

動物、植物、地質或は考古、歴史、民俗に関し

ての研究も意欲的に進められている。ちなみに

年度末の研究報告は「郡上郡北部の白亜紀流紋

岩類について」笠原芳雄学芸員、「飛騨川上流

域を主としたヤマハハコの葉形変異について」

小野木三郎学芸員、「百年公園の昆虫相につい

て」宮野伸也学芸嘱託員、「近世の教学につい

て」片野雅夫学芸主事である。未報告ではある

が、大野郡白IIi村帰雲山周辺地域の白亜紀火山

岩類についての研究や、県内動物相の調査、県内

岩蔭遺跡の発掘調査が行われ、これらについては

逐次報告される。その他特別展準備のために「

濃飛の戦国武将」、「県内の昆虫」、「美濃の

蘭学」について研究調査を行ったが、その成果

－6　－
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は昭59年度の特別展に順次公開していく予定

である。

③の展示・教育普及については本館業務の総

括であり、県民への奉仕の主体であるが、次の

ような行事を行った。特別展示としては、春季

に、原始から中世に至る考古遺物を通してみた

郷土の歴史を紹介した「岐阜県の考古遺物展」

を開催し、同時に信州大学大参義一教授による

講演会を催した。夏季には動物、植物、地学の

分野から流域の自然を探る「長良川」を、そし

て岐阜大学和田吉弘教授の解説講演会を催し、

また秋季には新しい時代を築きあげていった郷

土の先人の業績を紹介する「郷土の生んだ先覚

者展」及び神奈川大学丹羽邦男教授の講演会を

催し、それぞれ来館者の好評を得た。

その他8月に、県内の顕花栢物や哺乳動物を

持って土岐市文化会館及び垂井町文化会館に赴

き移動展を開いた。また12月に生活の中に生

み出された民具を通して文化の流れを紹介した

「くらしと文化」、日本とアメリカの植物を通

して自然の歴史を紹介した「植物のルーツを探

る」等の資料紹介展を開いた。

これら展示の他に、京大江原瞞着教授による

「人骨は語る」、名大森下晶教授による「化石

が語る郷土の生いたち」、岐大大内幸雄教授に

よる「森林のめぐみとわたしたち」或は県重要

無形文化財保持者伊佐地勉可氏による「刀と人

生」なる講演会及び学芸員による各種の教室を

開き、県内外から多数の参加を得た。

入館者については51年5月の開館以来80

万人目を本年5月7日に迎えた。しかし、今年

度入館者総数は、75，580人（1日平均25

0人）であった。現在県内外に博物館及びそれ

の類似施設が次々と設けられ、本館への入館者

数に対する影響は無視できない。本館としては

県内唯一の総合博物館としてより一層充実し、

県民の期待にそうよう努力したいものである。

岐阜県博物館友の会は従来のフレンドの会が

より充実した内容として10月23日に発足し

た。現在会員187名を数え、活躍している．



日　誌　抄

4・1　人事異動

転出　学芸部長　　　　　　　　太田

学芸主事　　　　　　　　西村

〃　　　　　　　　　　横山

主　　事　　　　　　　仙石

技　　師　　　　　　　　高島

転入　参事兼次長　　　　　　夏目

学芸部長　　　　　　　　川崎

管理係長　　　　　　　　吉原

学芸主事　　　　　　　　片野

〃　　　　　　　　　　小川

主　　事　　　　　　　　後藤

技　　師　　　　　　　　林

新任　学芸嘱託員　　　　　　中島

業務嘱託員　　　　　　　鈴木

4・1「博物館だより」第20号発行

12　　名古屋高等裁判所長官一行来館

13　　警備員　林芳男氏逝去

14　　鹿児島県歴史資料センター「黎明館」

一行来館

22　　特別展「岐阜県の考古遺物」開幕

24　　自然観察教室「百年公園の植物」

30　　鳩谷県議会議員一行来館

5・7　　入館者80万人目　記念品贈呈

∴∴ ����������� �-凭ﾂ�

∴∴ ����∴●‘ ∴∴ ∴∴ ������X�����ﾎ險8���

∴ ／／＼祭券＼ �?�� 

8　　講演会「縄文人の生活」

15　　歴史教室「小領主の分立と支配」

自然サンデー教室

18　　オーストラリア留学生来館

20　　岐阜県博物館協会総会

徳島県博基本構想検討委員会一行

21　総理府統計局調査部長等一行来館

22　　人文教室「人骨は語る」

岐阜県博物館協会セミナー

25　　三重県博、三重県美術館長来館

29　　親子考古教室「不破の関の発掘」

31

6・5

12

19

21

23

26

上松岐阜県知事特別展観覧

博物館フレンドの会総会

中部圏開発整備協議会幹事会一行

刀剣教室「刀と人生、刀の手入れ」

自然観察教室「昆虫の名前調べ」、

自然サンデー教室

博物館協議会

富山県埋蔵文化財センター所長来館

自然教室「化石が語る郷土の生たち」

7・l　「岐阜県博物館報」第6号発行

「博物館だより」第21号発行

8　　文化庁記念物課桜井主任調査官来館

10　　自然教室「岐阜県の鳥」

17　　自然サンデー教室

19　　特別展「長良川」開幕（9／4まで）

∴ ∴∴ 刳�刹^綴撼／‾‾＼11日”””””””真 

一∴一　∴∴∴ � 
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20　　蒔田岐阜市長特別展観覧

23・24　　自然観察会（於高鷲村蛭ケ野）

歴史教室「農村のしくみ」

8・2　　移動展（土岐市文化会館）（8／15まで）

7　　講演会「長良川の鮎」

11　川崎部長「国際環境教育会議」（於

ニューヨーク）参加（8／24まで）

10・23　　岐阜県博物館友の会発会式

特別展講演「新しい時代を築いた人

々」

24・25三重県博交流研究集会（於三重県伊

賀上野市）

25　　豊橋市自然史博物館建設委員会一行

30　　自然サンデー教室

14　　親子考古教室「火おこし器をつくる」11・6　　自然移動教室「飛騨川流域の地質」

18　　移動展（垂井町文化会館）

（8／31まで）

21　親子考古教室「火おこし器をつくる」

自然サンデー教室

28　　自然教室「森林のめぐみと私たち」

9・l　「博物館だより」第22号を発行

学芸主事柴田佳章転出

〃　　安藤志郎転入

2　　徳島県企画部長、総務開発審議会長

来館

11　手づくり教室「竹細工」

18　　箆製作工程一式受領（中津川市重要

無形文化財保持者鍾師成木一彦氏より）

22　　資料鰐入委員会（刀剣）

25　　歴史教室「農民騒動」

29　　柳沢寧日画　南画「火牛」受納

10・7　　特別展「郷土の生んだ先覚者」開幕

（11／23まで）

9　　フィラデルフィア会一行45名来館

（視覚障害者コーナーにて）

9　　自然観察教室「百年公園の植物」

16　　人文移動教室「先覚者のふるさとを

訪ねて」

－8－

9　　百年公園と事務連絡会議

10　　四館連絡会議（於岐阜県美術館）

13　　自然観察教室「百年公園の昆虫」

浅井名古屋市博物館長来館

16　　東海市長会一行180人来館

18　　刀剣「伝志津」受納

19　　自治省二橋参事官来館

20　　刀剣教室・自然サンデー教室

上松岐阜県知事特別展観覧

27　　歴史教室「水と農村」

12・4　　手づくり教室「版画あそびI

15　　資料紹介展「くらしと文化」

（1／29まで）

日本野生生物研究センター山瀬理事

来館

18　　手づくり教室「しめなわづく　り」

59年

1・26　　総合防災訓練

2・3　　奈良県社会教育委貞一行来館

8　　名古屋高等検察庁刑事部長一行来館

10　　資料紹介展「植物のルーツをさぐる」

（4／8まで）

16　　博物館協議会

23　　青森県教委文化課長来館

29　　秋田県博総務課長一行来館

3・1　上松岐阜県知事、河村県議等来館

11　友の会中濃史跡めぐり

16　　県博物館協会常任理事会

31「岐阜県博物館調査研究報告書」第5

号発行

退職

参事兼次長　　夏目　文夫

学芸嘱託員　　宮野　伸也



2．入館状況
今年度は、入館者総数75，530人、開館日数30

2日であり、1日平均の入館者は250人であっ

た。

開館以来、毎年はぽ10万人のペースで進んで

きた入館者数であるが、今年度は天候不順等が

原因で約25，000人減であった。

月別の入館状況は下表のとおりであり、春期

の4月と5月、秋期の10月と11月の4か月で全

体の約62％を占めている。

また、1日の入館者が最も多い日は5月の連

休中であり、5月5日には2，379人を数えた。

なお、5月7日には開館以来80万人を突破し

（1）博物館入館者数

ている。

団体入館者をみると、351団体29，546人で年

間総数の約39％にのぼり月別では10月が最も多

く団体入館者総数の約80％を占めている。

更にこれを県内、県外別にみると県内が254

団体17，441人で全体の約59％を占め、県外では

愛知県が圧倒的に多く約39％を占めた。

特別展の入館状況については、通算開催日数

は115日で49，735人であり、1日平均432人で

あった。また、総入館者数からあても約66％に

のぼり、特別展への関心の高さがうかがえる。

月　別 傅ﾈ��(h���b�高　大　生 �ｨ����L｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�1日平均 

4　月 �(�3�#��ﾂ�853人 �8�3�C��ﾂ�6，723人 �#h��?｢�259　人 

5　月 塗�3�S��3，256 塗�3�3r�16，351 �#b�629 

6　月 ���3イb�335 �(�3ピ��5，059 �#b�195 

7　月 ���3C澱�154 �(�3sC��4．399 �#r�163 

8　月 �(�3��"�274 �8�3C���5，946 �#b�229 

9　月 �(�3Ss2�147 �(�3cc��5，383 �#R�215 

10　月 祷�3�S��650 滴�3�C��13，841 �#b�532 

11　月 店�3イB�131 滴�3�迭�9，570 �#B�399 

12　月 �#Cr�67 涛#��1，235 �#"�56 

1　月 鼎Sb�42 塔#��1，327 �#2�58 

2　月 �3C��76 ���3��"�1，527 �#R�61 

3　月 ���3sC"�140 �(�3#ビ�4，169 �#b�160 

合　計 �3H�3#�2�6，125 �3X�3�#"�75，530 �3�"�250 

（2）特別展期間中の入館者数

特　別　展　名 弍ｨ����������ｭB�小中生 俘)�Y�b�一　枝 佗b�

岐阜県の考古遺物 鉄��CH�C#(��S��CX�C#��8，071人 �8�3C3Y�ﾂ�8，277人 ����3s�9�ﾂ�

長　　　良　　　川 鉄��Cx�C����S��C��CB�3，519 鼎�B�5，378 祷�33���

郷土の生んだ先覚者 鉄��C���Cx��S��C���C#2�12，956 都#R�6，970 �#��3cS��

合　　　　　　　　　　　　計 �24，546 滴�3ScB�20，625 鼎��3s3R�
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Ⅲ　昭和58年度　事　業　概　要

1．常　　設　　展

（1）刀剣コーナー

第　　一　　期 ��h����?�����ｯ｢�第　　三　　期 ��h����貶����ｯ｢�

太刀　銘友成 ���8���l�ﾉ8ﾏR�太刀　銘長谷部国信 �8�����k9l�躡,2�

金象韻銘画政用 �%ｩ8���l�ﾉ9+ﾂ�刀　無銘直江志津 �%ｩ8���l���eｲ�

之 �8���l����(荿ﾉ9.萎ﾂ�刀　銘濃州赤坂住兼 ���8���l�ｴﾘﾖ｢�

脇指　無銘行光 �%ｩ8���))-x�(ｭhﾉ9eｲ�フ七 �8���l�Eｨ�(�ﾉ8ﾋ2�

脇指　銘正家作 刎X輾��l�?�唔�IOﾂ�太刀　銘波平行安 �8����ﾉ]Il�OY�����

刀　銘兼元 �佻ﾈﾍﾉD飩ｨﾈ�?｢�槍　銘九州肥後国同 �����h�｢�

短刀　金象韻銘兼元 �>98����ｹOY����+y�B�田貫倍賞作 刎X輾��l�$�x荿ｶy;��

刀　銘策定 俯Y[ｨ����u9.��天正十九年八月 �%ｩ8���l�ﾉ9+ﾂ�

槍　銘志津三郎兼氏 ��H��l��ｩlﾘ菇:�ﾋI�ﾒ�日 ���8���l�ﾉ8ﾏR�

薙刀　銘飛騨守氏房 ����ﾒ��轌l�$�x荿ｶy;��刀銘備州長船勝光 作 脇指銘忠宗作 短刀銘大慶直胤 

2．移　　動　　展

梁、 ＼／賢 ��劔 

総踊璃／（ ��h�������h���X�h�����������劔凵F∴ 

議／醸／ 佶ﾉ�H����b�劔／／／／騒 

ンi　「 �<X���劔凵u 

，宅 劍*ﾈｨﾘ�����ﾂ�

▲土岐会場

岐阜県博物館では、移動展をはじめてから3

回めになる。館の収蔵資料を紹介して、郷土の

自然への関心を高めてもらうために、土岐市、

垂井町で実施した。

展示テーマは、昨年同様「ふるさとの植物と

ほ乳動物」で、標本、資料、調査研究の成果を

紹介し、特に県内の植物、ほ乳動物についての

－10－
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▲垂井会場

基礎知識の普及を図った。

今回、特筆することは、土岐市文化会館、垂

井町文化会館共に当県博物館と土岐市教育委員

会、垂井町教育委員会との共催で実施すること

ができたことである。両会場共に当局の強力な

援助もあって、会場設営から会期中の管理体制

あるいは広報・PR等万全であった。



土　岐　移　動　展

会　期　昭和58年8月2日～15日

会　場　土岐市文化会館

入場料　無　料

主　催　岐阜県博物館　土岐市教育委員会

入場者　約888人

垂　井　移　動　展

会　期　昭和58年8月18日～31日

会　場　垂井町文化会館

入場料　無　料

主　催　岐阜県博物館　垂井町教育委員会

入場者　約3，416人

展　示　内　容

〈県内に生息するほ乳動物〉

①はく製標本　約20点

モグラ科・ネズミ科・ヤマネ科・ウサギ科

イヌ科・カピロミス科

（D骨格標本

ニホンカモシカ　●　ニホンイ　ノ　シシ

③写真　約7点

ホンシュウモモンガ・ボンドタヌキ・ムササ

ビ・二ホンツキノ　フグマ・ニホンリス・ニホ

ンサル

④解説用パネル

趣旨パネル等　約7枚

≪ふるさとの植物≫

①帰化植物　④タンポポのなかま　③ツツジの

なかま　①スミレのなかま　⑤アザミのなかま

（D北方寒地性のなかま（D日本海側（多雪地）

の植物　⑪束濃地方の珍しい植物　③ブナ林の

植物　⑩暖地性の植物　⑪シダ植物

複製標本　6点　植物標本　約250点

カラー写真　約20点

以上の展示内容を実物標本約120点、写真30

枚、図表、解説パネルで構成し、調査研究の成

果の一部も含めて展示した。而会場とも夏休み

を利用した小・中学生や親子づれの見学者で大

いににぎわい盛況であった。

入場者の感想文より

・さい初、さそうまを見て、ほんもののうまと

思いました。おかあさんに聞いたら、

「中にわたがはいっているんじゃない」

といいました。だからびっく　りしました。

ほかにも、いろいろあったけど、ぜんぶ生き

ていると思いました。動物のはかに、おし葉が

いっぱいありました。とてもきれいでしたので、

私はうちで、おかさんに作り方を聞いてつく　り

たいです。（土岐会場　小学校2年生）●

・動物は動物園で数メートル離れてでなければ

観察できなかったが、身近に観察でき、子ども

の目も輝きを見せていました。身近な動植物を

生で、生きた観察ができるようにこれからもこ

の様な企画をしていただきたいです。（土岐一般）

・郷土の自然と生いたちというものが、はっき

りとわかり自然が私達に語りかけてくれるよう

だった。又、郷土のさまざまな自然がよくわか

りとてもすぼらしかった。わたしたちの知らな

い郷土の特色ある動物・植物などすぼらしかっ

たです。よい勉強になりました。（垂井・中学生）

・私たちは、学校では乳類のことを勉強したの

で、歯の形や、骨の組み立てのことでとても参

考になり勉強になりました。これだけたくさん

のはく製動物の展示ありがとうございました。

（垂井・中学生）

感想の一部であるが、どの感想にも子どもら

しい驚きと発見の言葉かつづられており、移動

展の成功を意味づけるものであった。

今後さらに内容の充実を図って発展させてい

きたいと考える。

－11－



3．特　　別　　展

（1）岐阜県の考古遺物

4月22日（金）～5月29日（日）

岐阜県の大地には、6，000か所以上の遺跡

が埋蔵されている。これらの遺跡は、各時代に

生きた人々がその土地に刻みつけた生活の痕跡

であり、私達の郷土にかつて住んだ人々の生活

を跡づけるためのかけがえのない遺産である。

近年、県内各地で行われた遺跡の調査は、こう

した人々の生活を跡づけるための数多くの考古

資料を発掘し、私達に新しい知見を与えてくれ

た。

今回この特別展では、昭和47年度から10年間

に出土した考古資料を展示し、縄文時代から奈

良時代の人々の生活や、奈良時代から鎌倉時代

にかけての陶器生産の様子などについて紹介す

るものである。

展示構成の概要

展示は、第1「狩りと採集と」第2「大地を

耕す」第3「古墳群のひろがり」第4「律令制

のもとで」第5「陶器生産のなかれ」第6「戦

国武将のくらし」第7「人骨は語る」の7つの

コーナーに分け、美濃・飛騨の地域性が各時代

にどのようにあらわれてきているのかを把握で

きるようにした。

「狩りと採集と」のコーナーでは、縄文時代

中期に規模の大きくなった集落跡からの出土品

を中心に展示した。主な資料は縄文時代早期～

晩期の各時期の土器、石鍛・打製石斧・石皿な

どの石器、訣状耳飾り・管玉などの装身具なら

びに石橋・御物石器などの信仰遺物である。

「大地を耕す」のコーナーでは、弥生時代中

期および後期の住居跡から出土した、一括遺物

および方形周溝墓から出土した、副葬品などを

展示した。主な資料は弥生時代中期～後期の壷

蕃・高林などの土器、磨製石鍛・石庖丁・英人

石斧などの石器である。

「古賀群のひろがり」のコーナーでは、古墳

時代後期の古墳から出土した、一括遺物を展示

した。主な資料は杯蓋身・高林・壷・皮袋形瓶

などの須恵器、銀像韻・直刀・馬具などの鉄製品
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管玉・切子玉・三輪玉などの石製品である。

「律令制のもとで」のコーナーでは、奈良時

代三関の一つである不破関跡からの出土品、「

御野国加毛郡半布里大宝二年戸籍」の故地に比

定されている東山浦遺跡および半布里遺跡の出

土品および「美濃国」刻印の須恵器を焼成した、

老洞古窯跡群の出土品を展示した。主な資料は

盤・硯・「美濃国」刻印破片などの須恵器、軒

丸瓦・簡瓦などの瓦類、「美濃国」陶製印など

である。

「陶器生産のなかれ」のコーナーでは、わが

国でも有数な須恵器生産地であった、美濃須衛

古窯跡群からの出土品、灰粕陶器・山茶碗の有

力生産地であった、美濃古窯跡群からの出土品

を展示した。主な資料は、杯蓋身、硯などの須

恵器、椀、皿、瓶などの灰粕陶器、醜、小皿な

どの山茶碗などである。

「戦国武将のくらし」のコーナーでは、戦国

時代の館跡からの出土品を展示した。主な資料

は棄民居館跡および江馬下館跡から出土した、

天目茶碗・青白磁潤子などの中国陶磁、椀、小

皿などの山茶碗、銭貨などである。

「人骨は語る」のコーナーでは、猿人から現

代人までの頭骨、および縄文時代の屈葬人骨を

展示した。主な資料は大型猿人頭骨（アフリカ
・オルドバイ）・原人類頭骨（中国・筒口店）

・縄文人頭骨（丹生I冊寸・根方岩陰遺跡）・屈

葬人骨（愛知県・林ノ峰貝塚）などである。

関連普及事業

特別展開催中の関連事業としては、信州大学

教授大参義一氏による「縄文人の生活」と京都大

学霊長類研究所教授江原昭善氏による「人骨は

語る」の講演会を開催した。
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（2）長良川i一流域の自然をたずねで－

7月19日（火）～9月4日（日）

長良川は、岐阜県のほぼ中央を流れており、

私たちの生活と深いかかわりをもってきた、全

長が158kmもあるふるさとの川である。郡上郡

高鷲村に源を発し、海津郡海津町油島を経て伊

勢湾に注ぎ、その流域の自然は、変化に富みた

いへん豊かである。この特別展では、長良川流

域の自然を総合的にとらえ、大地の成り立ちと

動植物相や生態を、実物資料を中心に、写真・

図表等を使って紹介した。当館が調査研究・資

料収集した成果をもとに、県内外の各大学、流

域の各漁業協同組合、動物・植物・地学各分野

の研究者個人、その他多くの関係者各位からの

資料提供などの協力を得て実施された。展示の

ねらいを、次のようにした。

用長良川流域の大地のおいたちを理解する。

（2〉長良川流域の自然の豊かさに気づき、関心を

持つ。

（3〉長良川流域に見られる自然のさまざまなっな

かりに、目をむける。

（4〉長良川流域の自然を大切にし、それを自然公

園として守っていくことの意義を理解する。

展示構成の概要

◎流域の大地のおいたち一・美濃山地が海だっ

たころ　・はげしい火山活動　・古白鳥湖の

時代　・第四紀の流域　・流域の地質

◎流域に見られる豊かな自然一・長良川のみな

もとは（水源地の山々、湿原の動植物）・流

れの速い上流（滝・段丘、原生林、谷川の魚、

▲玄関ロビーの大看板と水そうによる生体展示

山地のこん虫、鳥、けもの）・曲りくねった

中流（曲流、川原の植物、中流の魚・鳥、魚

のすみ分け、アユの一生）・ゆったりした下

流（扇状地、自然堤防・三角州、水辺の植物、

池のこん虫、水辺の鳥、下流の魚・動物）

⑥変わりゆく自然の姿一・単調な川原の動植物、
・水質と底生動物・河川のよこれ

なお会場の都合で、一階ロビーには、上・中・

下流の代表的な魚を、水そうで飼育展示し、水

生植物とともに、生きたまゝで観察できるコー

ナーを設けた。二階ロビーの壁面には、上・中・

下流毎に特色ある植物や、ヤナギ類、タデ類、帰

化植物など植物標本展示コーナーを別に設けた。

展示資料の概数

0地学関係…岩石・鉱物・化石など実物資料約

80点、写真・図表約50点

○植物関係…膳葉標本・実物大乾燥標本約120

点、写真・図表約30点

○動物関係・・・こん虫・魚・烏・ほ乳動物の標本

約1，110点、生きた魚約100点、写真・図表約30点

票差漆ミ萎薫くi…薫き養鶏聞緩驚潔’鸞聾国語自国…窯潔黛；；；；驚鷲態闘、務 
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▲流域の大地のおいたち一美濃山地が海だったころ－→流域の地質へのコーナー
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関連教育普及事業

動・植・地学の各分野を総合し、地域の自然

の実態を紹介する特別展としては、昭和56年夏

の「御岳山は佳きている～大地と花と動物たち～」

に続く二回目の企画であった。それだけに、現

地調査及び資料収集に、本来なら多くの準備期

間を要するが、わずか1年間の短期間でなされ、

資料が充分収集展示されたとはいえない。期間

中の8月7日（日）には、岐阜大学和田吉弘教授

の「長良川のアユ」と題する講演会、8月28日

（日）には、岐阜大学大内幸雄教授の「森林のめ

ぐみとわたしたち」と題する自然教室を開催し、

展示内容の深化拡大のための学習の場を設け、

多くの方々の参加を得た。また7月23日（土）～

24日（日）には、高鷲村蛭ケ野高原一帯を会場に、

l泊2日で源流域の自然観察会を開催した。毎

回好評で定員一杯の申し込みがあり、湿原の植

物や野鳥観察を主目的に、雨の降る中を熱心に

野外学習会が行われた。

また入館者の方々には、手引きとして、「長

良川の自然観察マップ、A2判・8つ折」を配

布し、今後の家族行楽等での野外観察に役立て

いただくよう留意した。展示内容をよりよく理

解していただくために、カラースライド「長良

川流域の植物」「長良川流域の動物」（各40コ

マ、10分）を自作し、日曜映写会として定期的

に上映、団体見学のオリエンテーションにも活

用した。

今後に向けて

今回の特別展実施に先立つ準備調査の中で、

幾つもの新事実が見つかり、それが展示内容に
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▲上流域の展示コーナー

▲長良川流域の植物紹介コーナー

生かされ、最新の情報提供の場となった。たと

えば地学面では、高鷲村四滴で得られたボーリ

ングコアを調べることによって、地下に古い花

こう岩があることがわかり、飛騨外縁帯の通る

位置が、これまでより明確にされた。また、岐

阜市三輪の建設工事現場の、地下15mからみつ

かった化石が、ジュラ紀中一後期のアンモナイ

トで、ジェラ紀のころ、美濃山地が海だったこ

とがはっきりした。また動物面では、南方系で、

本州では奈良県の春日大社で採集された記録が

あるだけのシャクガ科のオオツバメユダシャク

が、流域の板取川で採集、新産地が確認された。

植物面では、長野県軽井沢、関東北部より北に

知られていたキク科タカアザミが、下流域に群

生していることが判明し、これらの新産地の事

実が展示された。資料収集・調査研究を土台に

し、ふるさとの自然理解を目的とした特別展は、

地域に密着した地方博物館として、今後とも、

館の諸機能の十分な活動の裏付けの中で、いっ

そう推進すべき内容だと考えている。
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▲下流域の展示コーナー
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（3）郷土の生んだ先覚者
一新しい時代を築いた人々－

10月7日（金）～11月23日（水）

幕末から明治時代へと日本が近代化への歩み

をはじめた時期、人々は急転回する時勢の中で

それぞれの才能をあげて新しい時代を築きあげ

るために精一杯努力した。本県からも日本の近

代化への歴史的役割を担った幾多の人物が輩出

した。

本展は、こうした明治の変革期に新しい時代

を志向し、生きぬいた30人の郷土の先覚者た

ちを紹介することにより、郷土に対する愛着を

一層強めてもらいたいと願い企画したものであ

る。とり上げた30人は、全国的な舞台で華々

しく活躍した人々とともに、郷土に根をおろし、

郷土の近代化の礎を築くために生きぬいた人々

である。その生き方はさまざまである。・自藩

の将来を考えるだけでなく、日本が新しい時代

へと脱皮を図る支えとなって行動する。・新政

府の施策を地域の実態と結び推進を図る。・新

しい日本の姿勢を政治・産業・文化に反映させ

るために尽力。・岐阜県という一つの体制にま

とめるために努力。・地域の脱皮と安定のために

奔走するなど、新しい時代のさきがけとなって

厳しい生き方をした人たちばかりである。

こうした30人の先覚者たちを、1、政治の

前進をはかっだ人々、2、産業の発展をはかっ

た人々、3、文化の進展をはかった人々と、3

コーナーに分けて展示構成をした。展示資料は

その人をイメージできる肖像画をもとに、業績

や人となりを物語る資料を配した。先覚者たち

の遺品は、屏風や軸に仕立てられた書画をはじ

め、刀、印寵、印鑑、筆墨、杖、笠、茶碗、勲

章、はかり、聴診器など多種類にわたるもので

その数も372点にのぼった。

期間中に実施したアンケート調査によれば、

若い世代はど郷土の先覚者に対する関心が低い

ことが明らかにされた。20代、30代でよく知

られていたのは、坪内通達、下田歌子、名和靖

である。40代から60代となると、それらに

梁川星巌、小原鉄心、武藤山治、牧腎英一、津

田左右吉、高木貞治、青山胤通が加わって登場

してくる。また、今回の企画に対して「教育問

題多き申、先人の生き様の壮大さを多くの人々

に知らせるべく企画」と評価し、「県内にこん

な有名人がいたなんて知りませんでした」とか

「岐阜県出身の人々に立派な方がおられるのを

改めて知り励みになります」といったことが付

記された。その反面、「女性の方がただ一人だ

けで、せめて二、三人は集めていただきたかっ

た」という企画に対する注文や、「大変有意義

でした。もっと多くの埋もれた先覚者について

もこうした展示企画をしてはしいものです」と

か、「偉人を紹介するコーナーを常設してはし

いです」といった今後の課題となる意見も寄せ

られた。



さて、今回の特展を通して得ることができた

成果は次のとおりである。

1．今まで知られていなかった子孫の所在をつ

きとめることができた。　（小崎利準、子安

唆、青山胤通などの子孫の所在地）

2．従来、誤ってきた先覚者の名前の呼び方を

正すことができた。　（小崎利準の場合、オ

ザキー→コザ辛、早矢仕有的の場合、アリマト

→ユウテキ）

3．先覚者たちの個性的な生き方を紹介するこ

とができた。（2万人を超える入館者に）

4．本特展の終了後、貴重な先覚者の遺品を子

孫の方から寄贈を受けることができた。（佐藤

三吉の遺品、牧野英一の遺品）

〈　資　料　提　供　者　〉

青　木　一　郎　　　浅　見　専一郎　　　安　藤　貴　子

岩手小学校　　　岩村町教育委員会　　岩村町郷土館

大　　垣　　城　　　大久保　審美平　　　太　田　三　郎

岐阜鯛磁器陳列館　彼阜県立図書館　　　改革県歴史資料館

小　池　信　三　　　国府町教育委員会　　国　民　会　館

住　　　徳　蔵　　　関　根　恒　郎　　　相　馬∴澄　子

田　辺　す　え　　　坪　井　一　郎　　　遠　山　賀寿子

西　山　友　子　　　日本医学文化保存会　　丹　羽　邦　男

日比野　仙　三　　　古　田　佐久間　　　牧　野　忠　夫

実演加茂市教育委員会　三　輪　春　雄　　　榛　原　武　男

矢　橋　龍太郎　　　山　田　賞　二　　　祐　　泉　　寺

展　　示　　資

また、特展を契機に課せられた課題－先覚

者展の続編の企画、先覚者紹介コーナーの常設
－については、検討を加えながら実現させる

ようにはかっていきたいものである。

特別展開催期間中の催し物として講演会と先

覚者のふるさとめぐりをした。講演会は神奈川

大学教授の丹羽邦男氏により、「新しい時代を

築いた人々」と題しすすめられた。岐阜県民に

対する批判と評価からはじまり、銭屋善兵衛の

生き方を紹介しながら先覚者たちを二世代に分

類し、岐阜県の近代化の過程を位置づけた講演

は、聴衆に深い感銘を与えた。また、小原鉄心、

棚橋衡平、片野万右衛門などのふるさとを尋ね

る企画も好評であった。

医　学文　化館

大垣共立銀行
大　坪　長　節

桐　山　　　悟

小　崎　信　彦

曽　我　直　詞

長　屋　芳　江

間　　　譲　嗣

牧　野　康　夫

武　藤　一一　治

読売新聞社

料　　点　　数

石　田　鎌　一

大垣市教育委員会

片　野　知　二

郡上高等学校

子　安　雄　一

高山市郷土館
名和昆虫研究所

原　　　喜　一

松　野　忠　芳

武∴藤　妙　子

糸貫町教育委員会

大底市立図書館

可児郷土歴史館

久　世∴ちづ子

実践女子学園
桶　橋　　　祥

西　浦　泰　治

原　　　俊　幸

水　底　　　清

武∴藤　冶　太

霊　山歴　史館　（敬称略、順不同）

番号　　　　　　　資　　　　　料　　　　　名 剴_数 儁Hﾘb�資　　　　　料　　　　　名 �5��B�

l詣i潜羅能．使脚等） �14 ��b�片野万石衝門関係貿料 （肖像画．人物評．祝辞，門樋之図．はかり等） 澱�

∴「 傀ｨ脂�驟亊hﾅx��{��5 ��r�武藤山治関係資料 途�
‾　（肖像写真．刀剣．宿帳．自筆書簡等） 劔（肖像画．和歌言霊冊．扇子．草稿等） 

3　端諾籍票訓、和歌周縄．拝領捕） �36 ����久世喜弘関係資料 （肖像写真．茶碗．一代記） �2�

4　詣i緒艶鴇織．酷．訓令．輔等） �8 ����子安峻関係資料 （肖像写真．美和子嚢．勲章．読売新聞1号等） 澱�

小原鉄心関係資料 5（肖像画．胸像．論政十二首．杖．築．屋根瓦） �6 �#��早矢仕有的関係資料 （肖像写真．短冊．時計．薬さじ．薬包紙．書勘等） �#2�

6　誹諜講藍式装束．藩知事任命状等） �10 �#��松井直吉関係資料 （肖像写真．入学通知．証文．′学位証．辞令．デッサン等） �#r�

7 �$仆HﾗI[ﾘｭhﾅx��{�������ﾈ柯�IG�|ﾈ,ﾈ,h���H靼ﾖX�H�)�X柯�HﾊX�H�99��｢�15 曝�ｨ�X�｢�下田歌子関係資料 （肖像写真．塾則．歴史画．和歌．制服．勲章等） ����

8 ���68ﾔi[ﾘｭhﾅx��{�������ﾈ����Iﾔxｧｨ�H��ｬ��I6I_��I)飲�9��｢�19 �#2�坪内道遙関係資料 （肖像写真．原稿用紙．印．杖．色紙．帽子等） ��B�

9　謙譲葦躾誓書雑記） �3 �#B�牧野英一関係資料 （肖像写真．文化勲章．和歌．衝立．机．原稿等） ��r�

10　摺藩離籍．排し．早状．伺諦） �11 �#R�津田左右吉関係資料 （肖像写真．羽織．袴．帽子．ナイフ．著書等） 途�

小崎利準関係資料 11（肖像写真．肖像画．任命状．俳句．文書等） �9 �#b�高木貞治関係資料 （肖像写真．卒業証書．辞令．自筆書．ノート等） ����

12　詣語弊賽霊．銀章、木盃．農具揃等） �10 �#r�青山胤通関係埼料 （肖像写真．勲章．煙草入れ．聴診器．書簡等） 途�

13　詣諜誤諜漕籍豊て．帽子．栄誉賞等） �16 �#��佐藤三吉関係資料 （肖像写真．胸像．金盃．かざし．自筆書等） 免ﾂ�

14　謀議灘盤諜車券．カバン．記念証等） �15 �#��名和靖関係資料 （肖像写真．ギフチョウ．胸像．著書．日記等） 湯�

15　苧蒜諜籍譜書．契約書．鯛は資本之基等） �13 �3��坪井伊助関係資料 （肖像板．著書．竹の標本．置物等） ��R�
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4．資料紹介展

（1）くらしと文化　一火－

12月15日（木）～1月29月（日）

文化は、人々がくらしのなかで学び、習得し、

さらに手を加え、世代から世代へと受け継ぎ作

り上げてきたものである。

今回の資料紹介展では、火にかかわる文化を

とりあげた。火は人間生活にとって、欠くこと

のできないものである。人間は自然のなかから

火という強大なェネルギーを獲得することによ

って、食物を調理し、暖をとり、照明を得た。

また、土器や金属器を発明し、やがて産業革命

・近代工業へと火は大きな役割を果たした。こ

のように、人間は火によって今日にいたる文明

社会を築いた。一方人間は、火の神秘性から火

を神聖視し、火の大きな恩恵に対し、畏怖の念

を持って接し、崇拝してきた。この展示を通し

て、火が人間生活の発展に果たした役割及び昔

の人々の苦労や知恵を知り、現在の生活を見直

すことを意図した。

展示は、第1「火とのかかわり」・第2「く

らしをささえた火」・第3「やぎものを発展さ

せた火」の3つのコーナーに分け、火にかかわ

展　示　資

資　　　科　　　名

火伏せの神棚

秋葉神社の隣村

秋葉神社の紋入り提灯

飲薬神社の御礼

5i愛I持出iの捷灯

錐快

諾誰

火きり其（破裂）

火きり其（榎製）

瓶から

火Jl（製Iノi）

大姉†

縦∴∴∴∴科　　　　名

釣手何日言盤（榎製）
と　テハチ

201灯明皿

211棄燭

22日灯台

生浩
25　鉄製角行灯

26「燭台

2講欝灯
29〈小間植村

301弓振捉畑

姦課衆 ∴∴ ∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴ 剔ｯ ��

＼／／莞／㌧ ��������������B�／、繊㌶＼－／＼数、／ ＄／、　※ 　　一∴∴∴∴∵∴ 

∴ 

る文化を総合的に把握できるようにした。

第1のコーナーでは、人々が火の不思議なカ

に対して、これを神聖視したことから起った信

仰をとりあげ、秋葉神社などの資料を展示した。

さらに、火を起こしたり、火災を消したりする

苦労や知恵を、火きり具・火打石や龍吐水など

で紹介した。第2のコーナーでは、日常の生活

を営むうえで、重要な役割を果たしてきた火を、

「あかり」・「暖房具」・「炊事具」に分けて

とりあげた。「あかり」は、釣手型土器から始

まって、ヒデパテ・灯明具・灯台・行灯・燭台

・提灯・ランプなどを時代順に展示し、それぞ

れが有効に使用できるように工夫されているこ

とを理解できるように紹介した。また「暖房具」

や「炊事具」についても同様に紹介した。第3

のコーナーでは、火を使って生産するものとし

て、「やさもの」をとりあげた。縄文・弥生土

器の野焼きから始まって、よりよいものを作る

ために、窯が作られ、それが変化発展してきた

状態を分かりやすく展示した。

料　目　録

詐∴∴∴∴科

捉灯入れ衝

捉月販型

T艇は

竹台ラ

行火

椰火鉢

鶴

名　県議藷－一江二二五十

鮪璽皇室
カヤ式土器

灰細粛‾‾‾

焦籠

鍋

諮

茶釜

縄文土器

縄文土器製Ilii程（複製）

弥′l L器

資料馳快音

明方村椿史民俗資料館

神戸町宮田匪・井田区

個人（3名）
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（2）植物のルーツをさぐる
／〉ふるさとと北米の植物へノ

2月10日～4月8日

岐阜県の束濃地方を中心に、ごく狭い地域の

みに自生するカエデ科のハナノキは、北米東部

に隔離分布し、自然史上の象徴的な存在である。

これと同じように、日本と北米東部には、起源

を同じくする近縁植物が数多くあるが、その事

実はあまり知られていない。そこで、北米カー

ネギー自然史博物館との交換資料や、県内から

採集したふるさと産の標本を使い、日米の地史

的な分布のつながりや国際交流の激化により目

立つようになった帰化植物の実態等を紹介し、

ふるさとの植物への関心を高め、植物について

の基礎知識の普及に役立てようとした。

展示内容は、用学名とは（2）北アメリカ東部

の植物（3）比べてみましょう（4日ッンドラと日

本の高山植物（5）異なった植物たち（6旧本の

特産植物（7）急変する植物社会一・北米へ侵入

した帰化植物一・北米から日本への帰化植物と

し、I2腫）（4回のコーナーでは、北米産、日本産

の標本を同じ属で対比できるように展示した。

おし葉標本という色あせて平面化され、展示効

果の薄い「もの」であるだけに、写真・図表等

の副教材を活用すること、標本を見せるのでは

なく、標本で事実・真理を語らせるよう留意し

た。A・グレイの植物分布論仮説づく　りの科学

史絵物語展示、写真を添えた大パネルによる世

界各地の自然景観絵地図展示、帰化植物の実物

大乾燥標本の展示を取り入れ、展示の流れに強

弱をつけ、黄緑色に統一した解説パネル、カラ
ー生態写真等によって、会場全体の色彩美に配

慮した。

∴∴∴章一 �� ��

∴∴′∴∴∴「∴一 ：∴：「∴ �� 

∴：∵「．∵ 

展示品、日本産標本150点、北米産標本180

点、植物複製品6点、カラー写真50点、解説図

表パネル類26枚であった。

会期中の総入館者は7，271名、記述式アンケ

ートの回答は378枚、ふまじめ記入165枚、一

応内容のある記述213枚であった。地味な標本

展示については、大方の人々が、「きれいだ、

ていねいに作られている」「これだけの標本を、

一蔓に見たのは初めてで、あらためて標本のす

ぼらしさを知りました」「今後も続けて欲しい」

と好意的で、「手作りの暖かさが感じられ、系

統だてて展示に努力が生きています」「写真が美

しいし、イラストや図解があり、とてもわかり

やすい」「時間に制限されず、ゆっくり静かに知

識欲が満喫できてよい」などの声は、今後への

励ましとなり、「標本作成上の裏方、過程など

の展示もあると、標本の価値もより広く伝わる

だろう」「レプリカを多くし、標本と併せて展示

すると、立体的理解が深まる」「標本一点一点に

カラー写真を添えて欲しい」等の声は、今後へ

への反省事項であった。
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5．資料調査収集活動

（1）人文部門

館　　　　　　　　　　　　　蔵 劔借　　用 弍������R�計 

実　　物 兒����ｲ�その他 ��弍���Z��｢�

考　　　　古 ���3����201 鼎R�（1，701） 田���175 �(�3�3��

歴　　　　史 都CB�29 ���"�（731） �3#R�14 ���3#�B�

民　　　　俗 田���0 ���（619） ���0 田���

美術・工芸 ��Sb�16 都��（148） �#S"�588 ���3��"�

計 嶋�33#��246 �#�r�（3，199） ���3�sr�777 店�3sCR�

複製には模型・ジオラマを含む（昭和59年3月31日現在）

1．資料寄贈者芳名一覧（敬称略・順不同）

資　　料　　名 �5��B�芳　名 

尖頭器 ���安藤　志郎 

仏　頭 ���新井　　潤 

足踏式脱穀機、ラジオ 迭���小野木朱美 佐伯兼作 

オカメ、ジョリ編機 

筏の躍 

鐘製作工程一式 田B�成木　一彦 

陶器類、皿等 �##R�飯沼　　要 

天　秤 ���夏目　文夫 

火打石、火打鉄 �"�田口　　堯 

佐藤三吉資料（胸像、 澱���B�安藤貴子 牧野康夫 山本政夫 

勲章、書ほか） 

牧野英一資料（眼鏡、 

欧文タイプライター、 

原稿、名刺人など） 

苗範、オイネ籠 

木製1斗桝 ���塚原　　茂 

円空仏（レプリカ） ���大橋桃之輔 

小田原提灯 ���中島　克己 

2．実物資料の購入

刀無銘、　志津

ー20－

館蔵資料紹介

●刀　無銘　志津（掩付き）　〈長さ69．6cn

反り1．6cm、目くさ穴2個〉

鎌倉時代の末期、大和国の手掻派の刀工に兼

氏がいた。兼氏は相州の名工正宗十哲にかぞえ

られた名工として知られる。その後、兼氏は、

大和国から美濃国多芸郡志津（海津郡南濃町志

津）に移住し、志津三郎を写して鍛刀をはじめ

た。この兼氏一門を志津、あるいは志津鍛治と

いう。今年度、この志津の手にかかり作刀され

た刀を購入した。

今回購入した刀は磨上げられて無銘であるが、

志津の特質をよく具備しており、重要刀剣（財

団法人日本美術刀剣保存協会）にも指定されて

いる。また、靖も同協会より特別貴重小道具と

して設定されている。

i ∴ 「∴ � ��

努ま＼／＼／ ������h�����
／　　　　　　　　　　　／／ 

隠　滅言＼繍澱熊 �� ��
∵ず「TTT　　∴∴∵∴ �� �� 

ミ鎗（ 剪�



当館では、前年度直江志津を購入している。

直江津とは、先に述べた志津一門が多芸郡

直江（養老郡養老町直江）に移住し作刀し

た期の作品をいう。この直江鍛冶の作刀期間は

短く、その作例も少ない。それは直江の地が地

形的に恵まれず、再び赤坂や関へ移住したから

である。

このように、志津と直江志津の両者は多少の

年代差はあるにしても、ほぼ南北朝時代に栄え

美濃伝の基礎を築いた。美濃物は、その後、赤

坂、関を中心に、刀工数においても作刀量にお

いても大きく飛躍するのであるが、今度、館蔵

として志津と直江志津がそろったことは、美濃

刀剣創業期を知る上でたいへん意義深いことで

ある。

●鐸製作工程一式

この資料は、中津Iii市成木一彦氏より寄贈を

受けたものである。昭和邦年に中津川市の無形

文化財（刀剣鏡の製作技法）に指定された成木
一彦氏が、北海道・青森・茨城・岐阜・鳥取・

鹿児島など全国16カ所の砂鉄や鉄鉱石を使って、

鏡の製作を試みられたもので、貴重な資料であ

る。それぞれ、砂鉄（鉄鉱石）・玉鋼・地鉄・

鐘の4工程から成っている。

使用した砂鉄（鉄鉱石）
・北海道長万部丘砂鉄

・青森県下北郡東通村大字野牛字前山丘砂鉄

・青森県三戸郡五戸町大字上市用字大タルミ

砂鉄
・岩手県釜戸市甲子川餅鉄

・岩手県久慈市周辺餅鉄

・茨城県鹿島海岸砂鉄

・千葉県佐貫町海岸八梁川河口砂鉄

・新潟県刈羽郡西山町推谷浜砂鉄

・長野県野尻湖砂鉄

・岐阜県恵那市飯地町観音平鉄鉱石

・福井県九頭竜川河口砂鉄

・兵庫県穴粟都下野手金屋千種川砂鉄

・鳥取県米子市浜砂鉄

・島根県斐伊川砂鉄

・山口県原狭郡楠町木部字木部鉄鉱石

・鹿児島県宮古之域市川内川砂鉄

▲恵那市飯地町観音平鉄鉱石使用

●火打石・火打鉄

この資料は、益田郡下呂町の田口棄民より寄

贈を受けたもので、江戸時代から使用されてい

たといわれており、貴重な資料である。昭和58

年12月15日から昭和59年1月29日までの資料紹

介展「く　らしと文化一火－」の中で展示した。

なお、火打石と火打鉄の使い方は次のようであ

る。

火口（枯れ木やガマ・アサなどの草を焼いて、

消炭をとり、それを粉末にして火が付きやすい

状態にしたもの）を火打箱に入れ、火口の上で

火打石に火打鉄を打ちつける。その衝撃によっ

て生ずる火花を、火口で受け火種を作り、その

火種を付木（檜・松・杉などの薄片の一端に硫

黄を塗ったもの）に移す。付木が発明される以

前は、火口で受けた火種を枯葉などの上に置き、

口で吹いて火を燃やした。

：∴ ��））／線 ������
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（2）自然部門

館　　　　　　　　　　　　　蔵 劔借　　用 弍����R�計 

実　　物 兒������ｲ�移管・自作 その他 弍��������>����H�｢�

動　　　物 ��x�3ャ��15 ��ッ�（8，539） ��R�0 ����3�澱�

植　　　　物 嶋�3�#��25 ��sb�（2，101） ���0 �8�33#��

岩石・鉱物 ���3c#"�5 都��（　457） �#��3 ���3s#��

化　　　　石 ���3C#��31 ����（　826） 鼎��19 ���3SCb�

そ　の　他 鉄r�22 ��32�（　15） ���0 �#�"�

計 �#H�3��b�98 鉄コ�（11，938） 塔2�22 �#H�3��B�

複製には模型・ジオラマを含む（昭和59年3月31日現在）

1．資料寄贈者芳名一覧（敬称略・順不同）

資　　料　　名 �5��B�芳　名 �48984ｸ42�6x984ｸ8ｨ5H5H6ﾘ6��2 1 ��I,ｹW�vﾒ�ﾔﾉ�9�(謦�

イヌワシ・ライチョウ �"�高野　千春 

ギンブナはか 釘�山田　敦史 �4�4�5�6ｨ5b�3 俘)m���ﾔ���

スキバジンガサハムシ 鳴�井上博明・圭 �7ﾘ985x7�-�*��2 仭�68��{9nr�

アクアリウム一式 ���堀　　映夫 �4�4�5�6ｨ5b�2 ��Y$ｨ��ｷiu��

カブトエビ �"�小用　敏雄 �7ﾘ985x7��4 ��ﾈﾋ8��H饉b�

ドジョウ ��R�木田小3の1 �7ﾘ985x7��3 �ｩ68����7r�

ライギョ �2�小松　繁孝 �+y|y�ﾈ,ﾈｹｹ}餠ygｲ�43 仞�68��ｦ�&ﾒ�

タイリクパラタナゴほか 鉄R�森　　英信 �+y|y�ﾈ,ﾈｹｹ}餠ygｸ-�*��252 佩9:������2�

モ　　　ズ ���野末　善雄 �4�4�5H985h8x4X4X4��1 估i68��ﾙ�&｢�

淡水産カイメンほか ��B�宮崎　　惇 �6x987ｸ�Y+��49 亶ｹnﾈ��諸Tb�

アフリカマイマイ 迭�フェデリェ・ キランタン �7�8�5�6ｨ5h,ﾘ*��6 ��YnﾉOﾉnx���

ドブシジミ 鳴�稲葉　恒司 �6�7X4ｸ42�l ��:�+8,(*ｲ�

アオダインョウ脱皮穀 ���高井　　敏 �8H7ﾘ6x5h5x7��17 侘9�ﾈ��ﾔｸ醴�

ブルーギル 途�和田　吉弘 �7�6ｨ4ｨ7�4ﾈ8｢�2 ��ﾈ�(��W�,2�

∴∴∴ ��凵_＼／6，奏 � �����������
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資　料　名

ニホンザル

カブトエビ

マムシ

モグラ

ニホンザルの頭骨

ナメクジ

カラスガイ

ッキノフグマ頭骨

シカの頭骨はか

オオミズナギドリ

モ　　ズ

カジカほか

コ　イほか

ナメクジ

ト　ビ

ドバト

コジュケイ

芳　　名

山田　昭男

近藤　章に

服部　広敏

横井　孝明

高島　一哉

広瀬　恵理

三田　幸三

嶽本清一郎

今井　竹次

前田　飯生

篠倉　勝利

野村　真富

中央漁協

足立　真一

Iii口　千草

岩村ゆき子

安藤　　惇

キジバト

キ　　　ジ

イノシシ胎児

ブルーギル

ア　　　ユ

ハヤブサ

ヤマドリほか

県内産植物標本

県内産植物標本

カヤの英

才ニフスべ

マリモ

褐鉄鉱団塊（鳴石）

カナダ産ハチノスサンゴ

古琵琶湖屑屋淡水貝類化石

飛騨外縁帯ハチノスサンゴ

白鳥湖成層産植物化石

ブロシアン銅鉱など鉱物標本

2．化石資料の収集

58年度は吉城郡上宝村福地オソブ谷地域に

分布する古生代デボン紀～石炭紀の動物化石を

中心に収集した。

この地域からは日本最古の化石を含む動物化

石が多く産出し、日本における前期古生代の化

石産地として5指にあげられている。しかし山

地の荒廃や人工破壊などのため採集可能な資料

が年々種類、個数とも激減している状況である。

収集指導者として東京大学教養学部の浜田陸

士教授をむかえ、また本邦一流の化石採集家の

協力を得て3日間・約120点の床板サンゴ・

腕足類・三葉虫などの動物化石を収集した。

3．常設展示構成充実準備調査

自然展示室1・2各室の展示内容を、最新の

調査研究成果をふまえてこれをわかりやすく普

及するように各コーナーの内容に関係する諸資

料の調査を行っている。

展示資料の質的・量的な充実を期すため、前

年度に続いて現地語査・実物・写真・文献等の

各資料の収集を行った。

各分野の成果の概要は次のとおりである。

地学分野…‥・・・・・・・大野郡白川村なお谷地域の濃

服部　悦子

前田　次男

村瀬　昭雄

吉田　　茂

市棒　銀市

吉田　康子

三島　善神

二村　延夫

長瀬　秀雄

安藤伊佐雄

坂口　祐康

宮崎　　惇

竹下　一郎

立松　正衛

宮崎　　惇

竹中　　実

鵜飼　修司

伊藤　洋輔

飛流紋岩の調査収集。

恵那郡明智町・串原村地域の

領家持花こう岩・変成若の調

査収集。

本巣郡梶尾村能郷白山南方の

花こう閃線岩の調査収集。

加茂郡白川町地域の金属鉱床

（廃抗）申鉱物調査収集。

動物分野…………郡上郡高鷲村蛭ケ野の蝶と蛾

の標本収集と生態調査。

カモシカ調査及び標本作製の

ための個体収集。

大野郡朝日村青畳の昆虫調査

百年公園欝歯目（ネズミ科）

の調査。

植物分野…………県内各地から、分布地理学的

に注目される植物群の膳葉標

本の収集（スミレ類・ヤマハ

ハコ類・東涯に特産する植物

北方寒地系植物）及びカラー

コルトン交換用橋物生態写真

の撮影（日本海要素植物、北

方系植物、氷河期遺存植物）

と現地生態調査。
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6．教育普及活動

（1）概　　略

ひらかれた博物館としての教育普及事業・活

動の役割は大きい。昭和58年蔓も、昨年夏にも

増して県民にはたらきかける教育普及をめざし

活動してきた。講演会、各種の教室、あるいは

移動展とそれぞれにおいて内容の充実をはかり、

来館者の要望に応えてきた。移動展以外の各種

事業の参加人数は総計1，080人であった。前年

夏の1，062人に比してわずかばかりであるが多

くなったのは、刀剣教室などの新設教室による

ものである。

新しい教室としては、刀剣教室、考古教室の

火おこし器をつくろうなどである。

昭和58年夏の教育普及活動の内特筆すべきこ

とは、岐阜県博物館友の会の発足である。開館

以来、友の会の発足が望まれながら、いろいろ

な事情により延びていたが、10月23日発足でき

たことは喜ばしいことであった。

○　講演会及び各教室等

特別展の記念講演会3回、人文、自然教室4

教室、他各教室19教室、合計26教室を催した。

新設の教室は刀剣教室の教室、手づくり教室（

版画あそぴ）で多くの参加者に楽しく勉強して

もらった。特に刀剣教室では当館の刀剣展示の

相談、手入れにお力添えをいただいている、県

重要無形文化財保持者、伊佐地勉可氏と同じく

中田兼秀氏を講師に先生方のお仕事を通しての

人生観を学ぶことができた。

演会では、大参先生の「縄文人の生活」で

は162名、江原先生の「人骨は語る」では128

名の多数の聴衆で盛会であった。

／ 
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他に特筆すべきことは、親子考古教室の火お

こし器をつくろうと手づく　り教室である。こう

いった参加する教室、体験教室が大変人気があ

り希望者が多く、かなりの人に断らねばならな

い状況であった。これと同様、移動教室、自然

観察会なども、広報されると直ちに定員に達す

るという盛況ぶりである。これなども、触れる

学習、現地での学習体験が、参加者の心に響く

教室であるという証でもあろう。今後の博物館

教室の中でも最も大切にしていかねばならない

ことと考える。

○　新規採用教員研修（高校）

高等学校新採研修が7月訪日当館で実施され

た。参加者は約150名、学校教育と博物館との

関係をより密にするため、新採教員研修の一部

にとり入れて、博物館の概要説明はもとより特

に特別展「長良川」について特に解説した。

小中関係の新採研修会も、従来実施されてい

たが、人数が200名以上こえるため中止された

ことは残念なことであった。

○　出版物

岐阜県博物館報・第6号、岐阜県博物館調査

研究報告・第5号、岐阜県博物館だより・No20

－No．22、岐阜県博物館催しもの案内を刊行した。

○　広幸部言動

各校長会、教頭会、社会教育担当主事会等に

おいて団体利用の依頼をした。特別展の資料発

送の際、各市教委へ持参し広報・PRに努めた。

他、県の広報媒体を通じての広報、各報道機関

への広報、あるいは、チラシを各文化施設、十

六銀行の窓口へ配布しPRに努めた。



○　来館者の動向と意識調査について

教育普及係ではコンパニオン諸氏の協力を得

て1月から5月の106日間、来館者の動向と意

識調査を実施した。これまでも、特別展を中心

に調査を試みてきたが、今回は、特に不特定多

数の個人来館者を対象に具体的な意識調査を試

みた。初めての調査でもあり、かなり手間取っ

たが、分析・考察を加えて岐阜県博物館調査研

究報告書第5号（P47参照）に掲載した。

○　岐阜県博物館　友の会　発足

昭和57年8月、フレンドの会が発足してささ

やかな活動を続けてきたが、昭和58年10月23日

岐阜県博物館友の会として発足した。

吉本前館長のあいさつのあと、西村事務局長

の設立に至る経過報告、そして内木茂氏を会長、

国光溢夫氏、熊田光久氏を副会長に選出して友

の会の前途を期した。

発足当日の会員　106名

現在の会員　　　187名　昭和59年7月1日現

闇 
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（2）教育普及活動

1．昭和58年度　各種講演会及び教室等の参加人数

月・日 仆8�����kﾂ� 俎X������������蹌�対　象 伜����ﾉ�B�備　　　考 

人 文 関 係 店�H����講　　演　　会 �>ｩ[i�ﾈ,ﾈｸﾘｨ��大　　　奉　　　養　　　－ �ｨ������L｢�16　2 ��

10．23 ��新しい時代を築いた人々 �$�������蝿�������&��x����&｢� 鉄�� 

5．22 ��ﾈ��[h��ｻ8���� 俔ﾘ����仍������ﾘ���������般 ��(���� 

10．16 ��ﾉ[h昆:霆8��先覚者のふるさとをたずねて ���������z(�������Y�(������Eb�l ��"� 

6．　5 處ﾘ��ﾉX��ｻ8���� �� ���� 

11．20 ��苒�′I　・力の製造 �(h������68������ﾉ8�������� �(��"� 

5．15 ����讓��ｻ8����藩のしくみ 兩8�ﾈ�ｨ��~ﾈ皦ｯﾂ�中学生以上 　　般 ��R� 

7．24 ��村のしくみ、 粕�� ���� 

9．25 ��苒�農民騒動 ��II 唐� 

11．27 ��苒�水と農村 ��II 唐� 

5．29 ��X��ﾖﾈ嚢ｻ8�� �;�������鉙������?��8������ﾔﾂ�親　と　子 �8���� 

8．14 �� ��II �(���� 

8．21 �� 粕�� 塗��"� 

自 然 関 係 嶋�H��r�講　　演　　会 �+y|y�ﾈ,ﾈ4�8b�手口　　　田　　　吉　　　弘 �ｨ���IL｢�6　9 ��

6．26 俾����(��ｻ8����化石が語る郷土のおいたち ���������岑��������������軏�－　　　　般 鉄�� 

7．10 ��岐阜県の鳥・野鳥観察のたのしみ �?ｨ��gｸ��z(���8肺��,ﾈ��橙�$���蝿������ﾔr�II �(���� 

8．28 粕��森林のめぐみとわたしたち �6ﾘ+�������>�������ﾔｸ������瓶�II 店��R� 

7．翁 俾����(ｬ����橙�郡上郡蛭ヶ野 �� 滴��r� 

4．24 俾��(ｬ��ｻ8��百年公園の植物しらべ ��－　　　　般 �(���� 

10．　9 ��百年公園の昆虫しらべ ��hｮﾈ������nﾈ����ﾉ(h������nr� ��b� 

6．12 ��百年公園の植物しらべ �� 滴��b� 

11．13 ��百年公園の昆虫しらべ �� �8��r� 

11．　6 俾��(昆:霆8��飛騨川流域の自然をたずねて 乂ﾘ������ﾋH������dh������ﾛi�R� �(��2� 

教 育 普 及 祷�C���手づく　り教室 �'ﾈﾝxﾔ��石　　原　　文　　雄 傅ﾈ�Y(hｧy�b�21 ��

12．　4 粕��版画あそぴ 兌ﾘ������皐������?ｨ�(������Tb� 滴��R� 

12．18 粕�� ��X����nﾈ�����ﾘ����ｷb�／I 滴���� 

7．38 �Hｷ�-ﾘｧx��ｩ&ｲ� �9hｭ乂xﾇﾈ皦馼��%99b�l／ �#�� 

8．箋 �� �� 迭� 
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2．日曜映写会（16m・スライド・VTR）

期　　　　　間 �����������������������������kﾂ�観覧者数 

4月22日～5月29日 �-ｨ*ﾘ+ﾘ+�,ﾈﾌ9�9Jﾘﾊ��Y?ｩgｸ,ﾈﾌ9Zﾘ�YU9D靠h��,iH饂渥��763 
ようこそ博物館（スライド） 

7月19日～9月4日 儷9D靠h��,iH饂渥��X*�.H�X卷OﾉE｢�1，126 長良川流域の動物と植物（スライド） 

ようこそ博物館（スライド） 

10月7日～11月23日 弍)Xﾈ,ﾈ自�(ｴ��Y6�9ﾘ蝌ｼh�Xﾅ8�9gｹ�X�YOﾉEｨ鵫/�辷*h.��1，136 刀匠・雪国の紙づくり・水郷の春・富有柿のふるさと 

ようこそ博物館（スライド）博物館で働く人々（スライド） 

3．昭和58年度　岐阜県博物館刊行物÷覧表

名　　　　　　　　　　称 價ﾘﾗ9D霾�?｢�版　・　頁 兀H�������B�備　　　考 

岐阜県博物館だより　　第20号 鉄��CH�C��B54頁 〃 〃 �(�3S��� 

〃　　　　　　　第21号 鉄��Cx�C���(�3S���

〃　　　　　　　第22号 鉄��C��C���(�3S���

岐阜県博物館報　第6号 鉄��Cx�C��B5　32頁 ���3S��� 

岐阜県博物館調産研究報告　第5号 鉄��C8�C3��B5　70頁 ���3���� 

昭和58年蔓岐阜県博物館催しもの案内 鉄��CH�C��A3 �#��3���� 

特別展図録 岐阜県の考古遺跡 鉄��CH�C#"�B5　40頁 田���内300有料 

郷土の生んだ先覚者 鉄��C���Cr�B5　40頁 鼎���（900円） 

特別展リーフ 長良川 鉄��Cx�C���A2　8折 ��(�3���� 

特別展ポスター 岐阜県の考古遺物 鉄��CH�C#"�A2 ���3���� 

長　良　川 鉄��Cx�C���A2 ���3����

郷土の生んだ先覚者 鉄��C���Cr�B3 ���3����

4．教育普及活動のスナップ

26教室、どの教室も熱心な万々一小・中学生

からご老人まで－　で教室は熱気に包まれてい

た。手づくり教室以外の教室のほとんどに出席

してくださる方もおられる。主催者側としては、

これほど頭のさがることはない。入館者が多い

少ないの問題ではなく、館の教育にどれだけの

人が主体的に参加して自ら学んでもらえたかと

いう質こそ博物館教育の原点であると考える。

生涯教育という言葉を耳にしてから久しいが

当館の教育普及活動の博物館教室こそ、生涯教

育の一役を担うものとして自負したいし今後さ

らに発展させたいと考える。

－26－

★　特別展　長良川　　記念講演会

8月7日　　　　　　講師　和田吉弘氏

「長良川のアユ」をテーマに、アユの習性・ア

ユの養殖実験の結果をまじえての楽しい話。
∴∴∴ 

∴∴： �� 
く／エ／（く ら〉／＜＼i〔 �+8�ｨ,ﾈ�"��������� 剋L 築き 驚 

∴∴　∴ 乂ｸ�隧b�∴∵　　　　　　　　∴ 薫蒸葵i）／勲∵＼、i　　　　驚 

／、／駕 凄 



★　刀剣教室　　　　　6月5日

講師　　伊佐地勉可氏

「刀と人生」をテーマに先生の研師としての人

生体験をふまえて興味深い話であった。後、刀

の手入れの仕方を勉強した。

畿／＼＼／開発喜藤額田睦／＼ 　　　／＼、綾＼／／＼（、薫霧護 劔、）（§／ ∴∴ －．∴∴． 

．確臆臆臆し：∴ 劍���#�B���������)R�

／／（ �� 

∴∴∴∴十 � 

★　親子考古教室　　　8月14日

指導者　　徳松正広（学芸員）

今年夏は「火おこし器」をつくりながら古代

人の生活の知恵にふれようと試みた。予想以上

の申し込みでうれしい悲鳴だった。

擦嵩当園動 

撥 ��x�H������� ��＼薫‾ 

）蒸／1， ∴： 凵�� 

．　　∴ � 

∴∴∴∴∴ �� ��∴∴「∴∴寸 　言∴ ∴ヽ∴こ∴∴∴ 

∴∴∴∴丁＿∴∴∴∴ 

★　岐阜県の歴史教室　　　5月15日

指導者　　片野雅夫（学芸員）

江戸時代の藩と村のくらしを通して武士と農

民のくらしを勉強した。藩のしくみ、村のしく

み、農民騒動、水と農村の4回シリーズ。

、、／）＼（／ズ ����ｨ��ﾙ�>ｲ�能 事 

遠 ��∴∴∴∴ 

、蒸、／ 　＼＼へが、 

★　自然観察会　　　7月23・24日

指導者　　丹羽　宏氏

柴田佳章・小野木三郎・宮野伸也（学芸員）

蛭が野高原の清水屋を会場に土曜日午後から

翌日午前の1泊2日で野鳥、植物、昆虫観察。

懇 ��(�ﾈ�����������h����������整溜 ／＼離籍‾ ／‾＼三滝題懇 

犠議長懸／ ／／＼／釜 慈／ お／掌幾 ����侘��ﾘ���x������h+XｴR��������

雰駁　　、 ���O��霪H�������Y�ｦ�����依��

★　自然移動教室　　　11月16日

指導者　笠原芳雄（学芸員）

飛騨川流域の自然（地質めぐり）をたずねた。

上麻生レキ岩から中生代の地層を探り、上之保

村平岩のホタル石を土産にした。
糸／／ �� ����剪�
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／浜子／＼／／ ��＼）／ �� 劔 

／ ����

∴∴∴ ∴ �� 剪�

∴∴ ズ＼／ま ����＼＼‾　　万照暮 � ������省く，／＼定 ÷ 凵_⊆遙、、 考 ∴一∴　∴ヽ 　／騨＼（／ 

★　手づくり教室　　　9月11日

講師　　石原文雄氏

手づくり教室の恒例になった「竹細工づくり」

を今年蔓も実施した。昨年も参加した顔なじみ

の人達も数名おられた。
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7．図書・資料寄贈者芳名一覧（順不同）（昭和58年4月1日～昭和59年3月31日）

【博物館関係】

埼玉県立博物館

栃木県立博物館

国立民族博物館

名古屋市博物館

千葉県立総高博物館

市立函館博物館

船橋市郷土博物館

瑞浪陶磁資料館

浜松市博物館

小松市博物館

北九州市立自然史博物館

富山市科学文化センター

蒲郡市郷土資料館

岐阜市少年科学センター

青森県立郷土館

岩手県立博物館

静岡市立登呂博物館

千葉県立安房博物館

徳島県博物館

鳥取県立博物館

紙の博物館

国立科学博物館

平塚市博物館

飛鳥資料館

日本はさもの博物館

浦和市立郷土博物館

神奈川I県立博物館

北見市立北見郷土博物館

根岸競馬記念公苑

北海道開拓記念館

石川県立郷土資料館

仙台市博物館

富士市博物館

愛媛県立博物館

群馬県立歴史博物館

長崎県立美術館

大阪市立自然史博物館

大田区立郷土博物館

秋田県立博物館

福井県立郷土歴史博物館
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埼玉県立歴史資料館

東北歴史資料館

豊橋市美術博物館

愛知県陶磁資料館

岐阜県歴史資料館

京都国立博物館

千葉県立大利根博物館

鹿児島県立博物館

岡山県立博物館

東京都高尾自然科学博物館

大阪市立博物館

北海道立三岸好太郎美術館

八王子市郷土資料館

北九州市立歴史博物館

国学院大学考古学資料館

佐賀県立博物館

千葉市加営利貝塚博物館

福岡市立歴史資料館

関西大学考古学資料室

石川県美術館

沼津市歴史民俗資料館

瀬戸内海歴史民俗資料館

奈良県立民俗博物館

市立名古屋科学館

日本モンキーセンター

瀬戸市歴史民俗資料館

リトルワールド

奈良県立橿原考古学研究所

山梨県立美術館

明治村

釧路市立郷土博物館

山形県立博物館

埼玉県立さきたま資料館

渋谷区松涛美術館

斜里町立知床博物館

長野市立博物館

日立市郷土博物館

相川郷土博物館

たばこと塩の博物館

沖縄県立博物館

土岐市美濃陶磁歴史館

神戸市立博物館

瑞浪市化石博物館

滋賀県立琵琶湖文化館

橿原市立千塚資料館

藤原岳自然科学館

小山市立博物館

熱田神宮宝物館

大町山岳博物館

内藤記念くすり博物館

常滑市民俗資料館

京都府立総合資料館

若狭歴史民俗資料館

京都府立丹後郷土資料館

千葉県立上総博物館

霊山歴史館

和歌山県立紀伊風土記の丘資料館

国立科学博物館附属自然教育園

尾鷲市立中央公民館郷土室

埼玉県立民俗文化センター

三重県立博物館

小樽市博物館

山梨県埋蔵文化財センター

宮島歴史民俗資料館

生活資料館

福山市立福山城博物館

町田市立博物館

市川考古博物館

伊良湖自然科学博物館

川島町公民館

香川県自然科学博物館

国立歴史民俗博物館

兵庫県歴史博物館

東海大学海洋科学博物館

大垣市歴史民俗資料館

宇佐風土記の丘歴史民俗資料館

大涌谷自然科学館

横須賀市博物館

石川県立白山自然保護センター

東京都埋蔵文化財センター

神奈川県立埋蔵文化財センター

千葉県文化財センター



伊丹市博物館

久留里城址資料館

可児郷土歴史館

北九州市立考古博物館

【教育委員会関係】

弘前市教育委員会

福島県教育庁

広島市教育委員会

世田谷区教育委員会

東京都教育庁

鹿児島県教育委員会

長崎県教育庁

愛知県教育委員会

松山市教育委員会

神奈川県教育庁

川崎市教育委員会

相模原市教育委員会

岡崎市教育委員会

清瀬市教育委員会

長野市教育委員会

いわき市教育委員会

目黒区教育委員会

上宝村教育委員会

高山市教育委員会

藤橋村教育委員会

海津町教育委員会

美濃加茂市教育委員会

下呂町教育委員会

加子母村教育委員会

笠松町教育委員会

金山町教育委員会

柳津町教育委員会

明方村教育委員会

恵那市教育委員会

中津川市教育委員会

可児市教育委員会

古川旧教育委員会

土岐市教育委員会

糸貫町教育委員会

岐阜市教育委員会

板取村教育委員会

川島町教育委員会

久々野町教育委員会

白Iii町教育委員会

朝日村教育委員会

大垣市教育委員会

【学校関係】

岐阜大学教育学部

多治見工業高等学校

国学院大学博物館学研究室

岐阜県高等学校生物教育研究所

加茂高等学校

市郎学園

愛知大学文学会

八幡中学校社会科研究会

岐阜女子短期大学

東海女子大学

多摩美術大学

大手前女子大学史学研究所

【研究機関】

奈良国立文化財研究所

元興寺文化財研究所

名古屋栄林局

鉄斎研究所

神戸市立教育研究所

日本美術刀剣保存協会

アイヌ無形文化伝承保存会

飛騨郷土学会

日本実生研究会

民具製作技術保存会

東京貝類同好会

日本常民文化研究所

東京国立文化財研究所

地質調査所

広島県葦戸千軒町遺跡調査研究所

【個　人】（敬称略）

澤　村　　　守

福　子

岩　田

中　島

小　原

小　村

江　原

千　賀

29

曽　我

今　井

広　澗

石　原

大　橋

成　木

遠　藤

臼　井

青　木

宮　崎

武　藤

浅　野

日本標準

石灰石鉱業協会
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